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令和 3年度 FD 実施計画書・報告書 
令和 4年 3月現在 

 

Ⅰ 学部学科・研究科名  
 

Ⅱ-1 実施計画①【概要】      Ⅱ-2 実施報告①【概要】（年度末記入） 

取組Ｎｏ A FD センター重点項目 FD2021 

取組項目 A FD センター重点項目 達成内容 

1 
DP 達成度評価の現状と課題抽出・計画策定 

・DP ルーブリックの策定に向けた問題検討，目標・計画設定 

・DP ルーブリックに関するアセスメントプランの検討 

Ⅰ-1-(1) 

令和 3 年度 教育ワークショップ（9月 6日 13:20～15:30）において、DP ルーブリックについ

て研修を受けたが、本研究科では DP ルーブリックについてさらに検討するには至らなかっ

た。そのため、DP 達成度評価はできていない。DP ルーブリックの策定等は、来年度以降に行

う予定である。 

2 

授業ルーブリック・課題ルーブリックの推進 

・各学科におけるルーブリック導入率 

（授業ルーブリック・課題ルーブリック）の向上 

 

・ルーブリック共通フォーマット導入の検討 

Ⅰ-2-(1) 

前述のように、本研究科ではまだ授業ルーブリック（シラバスに従っているか？）・、課題ルー

ブリック（レポート出しているか？）を推進するに至らなかった。他研究科の導入状況を確認し

ながら、来年度検討する。大学院教育においては、学生の興味に合わせた講義を行うことや、研

究の進展が必ずしも計画通りでないため、導入には時間がかかりそうである。 

3 
Society 5.0 の到来に備えた DP/CP の見直し 

・数理・データサイエンス・AI に関連する科目等の設置検討 
Ⅰ-1-(4) 

博士前期課程では、すでに「栄養統計学演習（必須）」を設置している。また、「特別研究

（必須 12 単位）」では、いずれの研究テーマも、定性的および定量的に研究を推進する。数

理・データサイエンスに関しては、研究過程で十分学んでいる。そのため、Society 5.0 の到

来に備えた DP/CP の見直しに関しては、現在のところ、検討していない。 

 

4 
「成績評価ガイドライン(仮)」のポリシー策定 

・FD センターから提供された成績評価ガイドライン(仮)(暫定案)をもと

に研修会実施・意見共有 

Ⅰ-2-(2) 

「成績評価ガイドライン(仮)」のポリシー策定については、意見共有を行った。 

 

5 各学科・研究科内 FD 研修会と情報共有の場の推進 Ⅰ-2-(3) 

FD 研修会および情報共有について、頻度は少なかったものの推進することはできた。 

 

取組Ｎｏ B その他取り組み項目 B その他取り組み項目 達成内容 

6 
「博士後期課程プレ FD」の努力義務化に向けた検討 

＜研究科教員全員＞ 

令和 3年 7月 28 日(17:00～17:30)、栄養科学研究科教員に対して、「博士後期課程プレ FD」

についての研修会を行った（講師：末武先生）。 
 

 

 

 

 

 

 

栄養科学研究科 



 

Ⅲ-1 実施計画②【詳細(実施事項・内容、実施組織、評価項目等)】  Ⅲ-2 実施報告②【詳細(実施事項・内容、実施組織、評価項目等)】（年度末記入） 

 
取組 No. 予定時期 内容 実施日 達成内容(未達の場合は理由を記載) 

1,3,4 

11 月 DP 達成度評価の現状と課題抽出・計画策定 

・DP ルーブリックの策定に向けた問題検討，目標・計画の検討 

・DP ルーブリックに関するアセスメントプランの検討 

・数理・データサイエンス・AI に関連する科目等の新規設置の必要

性について意見交換 

「成績評価ガイドライン(仮)」のポリシー策定 

9 月 6 日 「令和 3年度 教育ワークショップ」（テーマ：教育の質保証につながる DP 評価

の実質化に向けた現状と課題）・・・学部と共通に、DP 策定に向けた研修を受けた。 

 

5 

2 月 栄養科学研究科内FD研修会と栄養科学科、フード・マネジメント学

科および食物栄養学科、合同で各教員の研究を紹介する。また、

研究プロジェクトの成果を報告する。＜研究科・学科全教員＞ 

12 月 

 

1 月 

 

 

2 月 

以下の講演会、セミナーおよび研究大会は FD の一環（教員の資質向上）として行

った。 

1. R3.12.7「大学院特別講演会」（テーマ：脂質の“質”と炎症・疾患につい

て） 

九州大学薬学研究院教授・山田健一先生 

2. 博士後期課程セミナーの開催 

① R3.10.20（テーマ：イチゴ品種およびその開発と栄養成分特性） 

農研機構・九州沖縄農業研究センター主任研究員・藤田敏郎先生 

② R3.12.21（テーマ：Wnt シグナルによる細胞応答の制御機構） 

滋慶医療科学大学医療科学部教授・山本英樹先生 

③ R4.1.13（テーマ：プロバイオティクスについて） 

東海大学医学部教授・古賀泰裕先生 

3. R4.2.9 修士公開審査会・・・修士 2年 4名の審査会を開催した。 

4. R4.2.10 博士公開審査会・・・博士 3年 1名の審査会を開催した。 

5. R4.2.24 合同研究大会・・・3つの学科（栄養科学科、ﾌｰﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科、食

物栄養学科）が合同で研究発表を行った。 

6 
6～8 月 「博士後期課程プレ FD」の努力義務化に向けた検討 7 月 28 日 

 

「博士後期課程プレ FD」に関する研修会を開催した（講師：末武先生）。 

 

1,2 
9 月 教育ワークショップを踏まえたルーブリックの推進 ＜研究科全教

員＞ 

9 月 6 日 本研究科の全教員が、教育ワークショップに参加した 

 
 


